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1992年 9月 にカ ウアイ島を直撃した巨大ハリケー
ンl の発達経路（ 日刊紙Honolulu Advertiser から
引用）
が増え る そ うです。ま た，ハ ワ イには津波監視セン
ター があり ，海底地震計の観測網で津波の警戒を し
ていますが，J‘卜I予算の関係で観測網の空白域があ り ，
地震計の設置を急ぐ よう にJ‘卜1に働き かけてい ま す。
一年間滞在 してみると ，居住者の立場でハ ワ イ の
い ろ いろな側面がみえてきます。太平洋の楽園と し
て依然 として観光客を魅き つけていますが，州の産
業は結局のと ころ観光と軍需産業だけです。日本の
投資に踊 らさ れたあげく，バブルの崩壊と 共に州予
算は膨大な赤字を抱え込み ました。ハ ワ イ 大学 も 大
幅な予算削減や一 部職員の解雇が行われていま す。
一方では，先住民や移民などの人種間の複雑な問題
が依然 として存在 していま す。例えば，日系人は高
齢化が顕著であり ，21世紀初めに は確実にマイノ リ
テ ィー に転落すると言われていま す。近い将来の全
人口に対する各民族の占める比率の変化が，新 しい
問題を生むかも しれません。しかしながら，ハ ワ イ
に住んでい る 人々 が もっ ている自信と 寛容に満ちた
ァロハ ・ ス ピリ ットは今後も 生 き 続けるこ と は確か
だ と 思い ます。
こ の場を借り て，在外研究中お世話にな りま した
多 くの方 に々感謝 したいと 思い ま す。
（気圏 ・ 水圏地球科学技術研究部 J 11村






00 : 24 
19 : 31 












50個観測さ れ最大地震は1 月21日 04時22分，
深さ6 kmであっ た。
山梨 ・ 静岡 ・神奈川県境付近で1 月2 日12時50
分，M2.7, 深さ21kmの地震が発生し，6 日か ら地
震が少 し北へ移動 し，月 末 ま で に小 ・微小地震が25
個観測された。
駿河湾では小 ・ 微小地震が8 個観測さ れた。
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渡部 勲 （気圏 ・ 水圏地球科学技
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術研究部主任研究官）／松浦 知徳 （気圏 ・
水圏地球科学技術研究部海気相互作用研究室
長）第76回 ア メリ カ気象学会年会出席のため。
（米国）
· 1 .29�  2 .11  島田 誠一 （地圏地球科学技術研
究部主任研究官）日 米科学技術協カプロジ ェ
ク ト［地殻活動プレー ト 運動の研究」推進の
ため。 （米国）
· 2 .  2 � 2 .14 箕輪 親宏 （流動研究官）国際共
同研究 「非常用冷却水タン ク の耐震安全性に
関する研究」のため。
（米国 ・ フラ ンス ・ハ ンガリー）
· 2 .  3 � 2 .17 中根 和郎 （気圏 ・水圏地球科学
技術研究部水循環研究室長）ア ジア モンスー
ン機構に関する 研究を実施す るため，衛生デ
ー タ の水収支モ デルヘの応用に関する研究を
行うため。 （中国）
· 2 .  4 � 2 .10 岡田 義光 （地震予知研究セン タ
ー 長）日口 地震協カワー ク シ ョッ プヘの参加
のため。 （ロ シア）
· 2 .  8 � 2 .27 岸井 徳雄 （気圏 ・水圏地球科学
技術研究部気候変動影響評価研究室長）水文
デー タ調査 ・観測のため。 （タイ ）
· 2 .11  � 2 .17 浜 田 和郎 （地圏地球科学技術研
究部長）地震発生の確率的評価 に 関す る 文
献 ・資料収集，意見交換及びUJNR地震予知技
術部会の事前打ち合わせのため。 （米国）
· 2 .11  � 2 .25 米谷 恒春 （気圏 ・水圏地球科学
技術研究部長）共同研究の打ち合わせのため。
（オー ス トラ リ ア・タ イ）
· 2 .12� 2 .23 山水 史生 （先端解析技術研究部
数理解析研究室長）計算科学並びに リ モー ト
セン シ ン グ技術調査のため。 （米国）




· 2 .14� 2 .24 矢崎 忍 （先端解析技術研究部主
任研究官）海洋 ・沿岸調査のた めの リ モー ト
セン シ ング技術の指導のため。
（イン ドネ シア）
· 2 .14� 2 .25 佐藤 篤司 （新庄雪氷防災研究支
所主任研究官）全球水文過程におけ る災害予




· 1 .27 � 2 .  2 L i  Jiren （中国）GRNSプロジェク
トに基づ く淮河流出デー タ セ ット 作成のた め
の共同研究。
· 1 .29� 2 .  8 飯坂 譲二 （カ ナダ）富士山山麓
お よび伊豆半島の衛生画像 (SAR等）の解析結
果の共同現地調査。
· 2 . 4  � 2 .10 Keiiti Aki （米国）局所的地盤震
動効果の強震記録によ る推定に関する研究交
流。
· 2 .  4 � 2 .24 Kolumban Hutter ( ドイ ツ）雪粒子
を用いた粒子雪崩の室内実験 と 理論 との比較
検討を行う 。
· 2 .  6 � 3 .31 Max Wyss （米国）地震空白域の仮
説の定量的検証方法の研究及び発震機構に よ
る地殻応カテンソ ルの特性についての研究。




1 月26日 謝 啓大女史 他
2 月7 日 （財）日本電信電話ユー ザー協会京橋地区
協議会
県議会総務常任委員会一 行 （新庄）
2 月8 日 神戸市北農業委員会及び事務局職員
2 月9 日 埼玉県北葛飾郡庄和町日赤奉仕団団員
2 月14 日 除雪協議会一 行 （新庄）
2 月15日 石下町進工会
編集兼 防災科学技術研究所
発 行 〒305 茨城県つ くば市天王台3- 1
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